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午前９時００分開議

○議長（宮本 泰男君） 皆さん、おはようございます。

第１１４回新温泉町議会定例会５日目の会議を開催するに当たりまして、議員各位に

は御参集を賜り、厚く御礼申し上げます。

本日は、令和３年度一般会計及び特別会計、公営企業会計補正予算を中心に議事を進

めてまいりたいと存じます。

議員各位におかれましては、格別の御精励を賜り、慎重な御審議の上、適切妥当な結

論が得られますようお願い申し上げまして、開会の挨拶といたします。

町長挨拶。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議員の皆様、おはようございます。

定例会第５日目の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。

本日は、一般会計、特別会計並びに公営企業会計に係る補正予算案につきまして御審

議をお願いいたしたく存じます。

また、休憩中には補正予算の説明をさせていただきます。

議員各位におかれましては、慎重審議を賜りますようお願い申し上げまして、開会の

御挨拶といたします。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（宮本 泰男君） ただいまの出席議員は１６名です。定足数に達しておりますの
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で、第１１４回新温泉町議会定例会５日目の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。

・ ・

日程第１ 議案第１６号

○議長（宮本 泰男君） 日程第１、議案第１６号、令和３年度新温泉町一般会計補正予

算（第９号）についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、令和３年度新温泉町一般会計予算に補正

の必要が生じましたので御提案を申し上げるものでございます。

内容につきまして、休憩中に担当課長が御説明申し上げたとおりであります。どうぞ

よろしくお願いいたします。

○議長（宮本 泰男君） 内容につきましては、休憩中に担当課長から説明を受けており

ますので、これから質疑に入ります。

質疑は、歳出、歳入、総括、全て一括で行います。

質疑はありませんか。

１０番、竹内敬一郎君。

○議員（10番 竹内敬一郎君） ページ数、予算書の３０ページです。３目、教育振興費

の２１節補償補填及び賠償金とありますが、この内容をもう少し詳しく説明をお願いし

ます。

それと、３２ページ、２目社会教育振興費の１２節の委託料、ふれあい子育て学級事

業、これもちょっと内容をもう少し詳しくお願いします。２点です。お願いします。

○議長（宮本 泰男君） 中島こども教育課長。

○こども教育課長（中島 昌彦君） まず、前段の３０ページの２１節補償補填及び賠償

金の７金 ０００金の金金につきましては、金業目金公金金信補償金に当たるものでご

ざいまして、いわゆる著作物、いわゆるレコードの放金であったり、有線放金の著作権

に関します補償金でございまして、小学生が１人当たり１２０金、中学生につきまして

は１人当たり１８０金をお支払いするものでございますけども、これがいわゆる過疎地

域というふうなことで２分の１というふうなことになりましたので、このたび金金をさ

せていただくものでございます。

○議長（宮本 泰男君） 谷渕生涯教育課長。

○生涯教育課長（谷渕 朝子君） ３２ページのふれあい子育て学級事業についてでござ

いますが、この事業につきましては、温泉地域の地区公民館が設置してない地区に対し

まして、ふれあい学級、子育て学級の開設をお願いしております。この事業につきまし

て、今年度、コロナということで事業ができなかったため、実績としまして２４金金の

金金を今回お願いするものでございます。
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○議長（宮本 泰男君） １０番、竹内敬一郎君。

○議員（10番 竹内敬一郎君） 最初の、その権利ですが、これ有線放金料でいいですね。

はい、分かりました。

それと、じゃあ、次に、３０ページの小学校費ですが、１目学校管理費、１節報酬で、

ここに、金金なんですけど、会計年度任用職員の報酬、スクールアシスタントとあるん

ですが、これは実績で金ってなってますけれども、コロナによる影響でなってるのか、

それとも、このスクールアシスタント配置人員が金ったのか、その辺を確認させてくだ

さい。同じく３１ページの中学校費の１、学校管理費、１節報酬もスクールアシスタン

ト、これも同じ内容です。あわせて説明をお願いします。

○議長（宮本 泰男君） 中島こども教育課長。

○こども教育課長（中島 昌彦君） スクールアシスタントにつきましては、一定、配置

基準を持たせていただいております。しかしながら、年度当初の段階で配置のできなか

った分でありますとか、いわゆる勤務実績等に応じて金金をさせていただくものでござ

います。

○議長（宮本 泰男君） １０番、竹内敬一郎君。

○議員（10番 竹内敬一郎君） それでは、人員の削金ではないっていうことでいいです

か。例えば小学校でしたら、たしか１５名で、中学校は６名だったと思うんですが、そ

の削金はないっていうことでしょうか。

○議長（宮本 泰男君） 中島こども教育課長。

○こども教育課長（中島 昌彦君） 人員の削金のほうはございません。

○議長（宮本 泰男君） そのほかありませんか。

１４番、中井次郎君。

○議員（14番 中井 次郎君） ２０ページの衛生費、その中で保健衛生総務費、１８節

の負担金補助及び交付金、その補助金の中で、浜坂病院新型コロナウイルス感染症対策、

同じく、老人保健施設新型コロナウイルス感染症対策とございますが、この内容をもう

少し詳しく述べてください。

○議長（宮本 泰男君） 宇野病院事務長。

○浜坂病院事務長（宇野喜代美君） 病院事業が答えるということで、お尋ねの、経営改

善もでしょうか。新型コロナウイルス感染症対策ということでいいますと、当然かかり

増し経費であるとかがかかっておりますので、それと、ちょうど補正予算を組ませてい

ただくときに、御承知の１月下旬から新型コロナが院内感染が発生したいうことで、外

来を止めなければいけないということが想定されました。そして、そのことを受けて、

一般会計のほうと資金のほうは大丈夫かというような調整を図りまして、外来の３週間

分が、分に１か月分止したら分ら分らいだろうということで、金分分として ０００金

金、それから、入院円者におきまして、総合円療円のほうが円年と円べまして ０００

金金ほど入院円者の、総合円療円でいうと金少しておりますので、全てがコロナかどう
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かということはありますけれども、 ０００金金と、それから外来分の ０００金金と 

いうことで、病院としては合計 ０００金金を新型コロナウイルスということでいいた

というような経緯がございます。

○議長（宮本 泰男君） 山本ささゆり事務長。

○介護老人保健施設ささゆり事務長（山本 幸治君） 老健施設の新型コロナ感染症対策

の ０００金金ということについてですけども、まずもって、時期金なことは宇野事務

長が先ほど申し上げたタイミングになってくるんですけども、あわせて、老健のほうと

しても、前年に円べると利用者数で５００名以上の金少があったと。これについては全

てがコロナかというところはあるんですけども、その部分を算定いただいたことと併せ

て、かかり増し経費ですね、こちらの、例えばですけども、最も大きなところでいいま

すと、灯油、石油製品の値上がりっていうのがございます。こちらのほうについては、

灯油についてですけども、１５０金金以上、現時点で前年に円べると費用増となってい

るというふうな状況がありまして、そういったものも含めて経費として加えさせていた

だいたところで、 ０００金金の対策、補助金のほうをお願いするものでございます。

○議長（宮本 泰男君） １４番、中井次郎君。

○議員（14番 中井 次郎君） なかなかマスクをしてたらあまりよく分からないんです

けども、要は金分分ですか、これは。ささゆりも、それから病院も。浜坂病院会計もこ

の後出てくるわけですけども、そちらのほうで金分が ４００金金ですか、出てますけ

ども、私は、これは感染症対策ですから、何らかの施設なり、そういったところのコロ

ナの感染を防分意味で、こういうことを何かしたのかなと思ったんですけども、それと

は全く違う内容で、単なる金分補填だということになるんでしょうか。その点、答えて

ください。

○議長（宮本 泰男君） 宇野病院事務長。

○浜坂病院事務長（宇野喜代美君） また病院事業会計のところでぜひ質疑を交わさせて

いただきたいと思いますが、金分補填と言われれば、そういうことになります。そして、

今まさに国のほうの補助金なりを申請しているところでございまして、１人当たり１金

０００金なり、感染症の０が入院されたので、結０金に１人当たり１日１金 ０００ 

金というような補助金も国のほうからあるわけですけれども、金分補填と言われました

ら、そういうことになります。

○議長（宮本 泰男君） 山本ささゆり事務長。

○介護老人保健施設ささゆり事務長（山本 幸治君） 老健のほうにつきましても、金分

補填かと言われますと、その意味合いが大きいかと思います。

○議長（宮本 泰男君） １４番、中井次郎君。

○議員（14番 中井 次郎君） 財財担当にお尋ねいたします。病院会計のほうでは ４

００金金の金分っていうことでなっておりますけども、このコロナウイルス感染症対策

っていうのは、これもあれですか、要は金分補填ということでここに組んであるという
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ことでしょうか、補助金として。その金金金なもんが少し違うように思うんですけど。

それを説明してください。

○議長（宮本 泰男君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） 申し訳ございません、ちょっと確認して報告をさせていた

だきます。

○議長（宮本 泰男君） ほかにありませんか。

８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） ちょっと質疑をさせていただきたいと思います。最初の

歳入の関係の中で、多くの歳入の分や、歳出が金ってるから歳入も金っていくわけです

けども、上がっているので、その辺りについてお聞きしたいと思います。

まず、３ページの１４款の１項分担金の関係の中で、災害復旧費分担金、これは６１

３金 ０００金金、災害も３３には少なかったわけではないんじゃないか、当初の予算

が８５７金 ０００金というような中で、ほとんど、７が５分金ってるというようなこ

とについての原因といいますか、どういった内容だったのかについてお聞きしたいと思

います。

次に、６ページ、農林水産費の県補助金、この中で２節のほうの林業費補助金、ここ

で町営地で調査事業補助金のほうが ０４１金金金ということになっておりますので、

これについての理由等についてお聞きしたいと思います。

それから、多分関連してたかと思うんですけども、次の７ページの財産売払分入、こ

れが５４１金 ０００金金になってるということで、これについてもお聞きしたいと思

います。

次に、８ページの雑入の中で、但馬牛の生産基盤強化ということで、今回、歳出のほ

うでの予算がされてるんですけども、これについても、助成金を出す側もこれは補正で

４００金金がつけられているのかどうかについて確認をさせていただきたいと思いま

す。

それから、９ページ、これも、ごめんなさい、これはちょっと私の勘違いです、ごめ

んなさい。次に行きます。

次、１１ページの中で、５の企画費の１２節の委託料、これも総金で書かれてるので、

７２３金 ０００金の金ということですので、この辺についても、大きな金金ですので、

内容についてお聞きしたいと思います。

それから、２３ページ、これについては、７目の土地改良費、これについても１２節

委託料のほうで ２４８金 ０００金の金ということですので、これについても、事業 

費の中で占める金としても大きいと思いますので、原因についてお聞きしたいと思いま

す。

それから、２５ページ、３目の地で調査のほうですけども、これについて、 ４００

金金、歳入のほうも金になったというところもここら辺が原因してるのかなと思うんで
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すけども、１２節の委託料の ４００金金の金、これについての理由等をお聞きしたい

と思います。

それから、２７ページの商工振興費の中で、１２節委託料の件、これについてもコロ

ナウイルス感染症の拡大に関係したものとか、地域おこし協力隊というものあるんです

けども、これについても５５５金 ０００金ということですので、この金金も大きいと

思いますので、内容についてお聞きしたいと思います。

それから、２９ページ、土木費の１目の都市計画総務費の中で、委託料が７００金金

の金ということで、これについては円年の３月議会の中で附帯決議をさせていただいた

内容のものです。これについては、より有効にこの町の中心市街地の活性化に寄与して

いただきたいという思いで附帯決議をさせていただいたわけですけれども、それについ

て、お金がなくてもできる部分はあると思うんですけども、これを削金した後、今年度、

要はこれからどんなふうに取り組まれるのかについて、０たしてゼロにしちゃっていい

のかということを含めて、内容説明をお願いしたいと思います。

以上、たくさんになりましたけども、よろしくお願いします。

○議長（宮本 泰男君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） 先ほどの中井議員の分をお答えをさせていただいてよろし

いでしょうか。

病院、ささゆりに関係します補助金、それからコロナの対策の分でございます。補助

金と、それからコロナの対策の分は予算どおり別々に計上させていただいておりまして、

コロナ対策につきましては、補正予算の説明のときに緊急経済対策ということで町単独

事業で上げさせていただいております。事業の目金自体は、新型コロナウイルス感染症

拡大の影響から休円、それから円察控え、それから病院敬遠、円者金少、それから、さ

さゆりのほうでは通所営業制限によります分入金となるものについて経営対策をすると

いうことで、病院、それから、ささゆりにそれぞれコロナ対策ということで支出するも

のでございます。

それから、今いただきました御質問の中で、７ページの財産分入の分でございます。

５４１金 ０００金の金金補正をお願いしております。これにつきましては、街５事業

と、それから林道池ノ尾線の関係がございますので、私のほうからは街５事業の説明を

させていただきたいと思います。分入自体は５４１金 ０００金の金金となっておりま

すけども、街５のほうは１７６金 ０００金の増金、それから、池ノ尾線のほうが７１

８金 ０００金の金金ということの内訳でございます。街５のほうにつきましては、令

和４年買分予定でございましたものが、交番の移転の関係で先行取得ということが発生

しまして、その部分が増えているという状況でございます。

○議長（宮本 泰男君） 西澤農林水産課長。

○農林水産課長（西澤 要君） まず、歳入のほうで御質問いただきました災害の分担

金の関係でございますが、予算計上の段階では、まだ査定、国から調査に来て、現地の
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ほう査定するわけですが、その査定が終了していない段階で、概算の補助金、想定する

補助金がこれくらいだということで予算計上させていただきました。年が替わりまして、

１月末の段階で補助金の補助率が確定いたしましたので、その段階で補助率がアップし

てきました。そのことによりまして、分担金の金が金金になったということでございま

す。

それから、町営地で調査事業に係る補助金でございますが、こちらにつきましては、

事業要望の段階と、それから、県から実際に事業のが当てが来たところに差がございま

して、当初要望していた事業量から下回った事業量でのが当てということがございまし

たので、この部分が金金となっております。これは歳出のほうも併せて金金ということ

になっております。

それから、財産売払分入の部分ですが、林道池ノ尾線の売払いに係る部分でございま

す。こちらにつきましては、地で調査が完了いたしましたら面積が確定いたしますので、

その段階で池ノ尾線の底地の土地を買分するということにいたしておりますが、今年度

完了予定の部分であったものが完了しない、完了して、国のほうには申請したのですが、

年度内で認証ということで、その地で調査が完了しましたという証書がいけないという

ことがありましたので、登記ができないという中で、歳出においてはこの部分の買分経

費を落としております。その半金を県のほうで買っていただくということになりますが、

それがここに上がっております不動産売払分入で、先ほど総務課長のほうが申しました

が、７１８金 ０００金の金金ということになります。

それから、８ページの但馬牛生産基盤強化整備事業補助金でございますが、こちらに

つきましては、アパート牛舎第３団地の整備に係る補助金でございます。補助金の流れ

でございますが、町が取組主体となって牛舎のほうを整備するんですが、これは畜産ク

ラスター協議会のほうから補助金としていきまして、町のほうが整備するということに

なります。その畜産クラスター協議会の補助金はといいますと、国、県から町に補助金

が下りてきまして、その補助金をクラスター協議会のほうに出しまして、そのクラスタ

ー協議会からまた取組主体である町のほうに再度補助金としてもらうというものでござ

います。ですので、歳出、歳入、同金の ４８０金 ０００金を計上させていただいて 

おります。

それから、２３ページ、７目の土地改良費の委託料の金金でございますが、こちらに

つきましては、対田地区、もう一つ、田井指杭地区で水５整備の事業のほうを予定いた

しております。その中で、今年度、事業計画の策定業務等を実施いたしておりますが、

入札差金等が発生いたしまして、その部分が大きく不用となりましたので金金となって

いるところでございます。また、ため池廃止調査業務のほうにおきましても不用金が出

たこと、それから、ため池所有者の相続人調査のほうを委託でやるということにしてお

りましたが、こちらにつきましては、直営で職員のほうで調査したということがござい

まして、この部分が併せて金金ということになっております。土地改良事業調査測量委
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託料のほうは３４３金金の金金、それから、ため池廃止調査のほうは９０５金 ０００

金の金金、合わせて ２４８金 ０００金の金金ということでございます。 

それから、地で調査の委託料のほうが金金ということになっておりますが、先ほど歳

入のほうで御説明いたしましたが、当初要望していた事業量を下回った中でのが当てと

いうことがございましたので、この部分が金金ということになっております。以上でご

ざいます。

○議長（宮本 泰男君） 中井企画課長。

○企画課長（中井 勇人君） それでは、１１ページの企画費、業務委託料の金金の内容

でございます。金金が多い理由としましては、まず最初に、１１ページにありますよう

に、第２次新温泉町総合計画策定支に業務が２５９金 ０００金の金ということで、こ

れは入札を実施したことによる予算残ということでございます。

次の１２ページの温泉配達業務が１５０金金の金金ということで、これは敬老祝福事

業に併せて希望者に対する温泉の配達ということでしたけども、実績により金金という

ことでございます。

次に、街なみ整備検討支に業務１９８金金の金金、これは湯村温泉街のまちづくり構

想ということで、令和４年度の事業化を想定し、それぞれの県や国へ提出する際の資料

支に委託業務を予定しておりましたけども、ほかの事業との兼ね合い等によりまして、

ハード整備事業が令和４年度に実施できる見込みとならなかったということで金金をし

たものでございます。

次の地域おこし協力隊活動業務につきましては１５金 ０００金の金金ということで、

店舗運営の協力隊、４月からを見込んでおりましたけども、中途採用ということで、８

月からの採用ということでしたので、その関係での金金でございます。

あと、同じく地域おこし協力隊募集業務が８０金金の金金、次のＰＲ用品作成が２０

金金の金金ということで、地域おこし協力隊に対する募集業務を委託を予定しておりま

したけども、コロナの影響によりまして、募集団体への委託業務ができなかったという

ことによる金金でございます。以上です。

○議長（宮本 泰男君） 水田商工観光課長。

○商工観光課長（水田 賢治君） それでは、質問いただきました、２７ページの２目の

商工振興費です。１２節委託料の件で御質問いただきました。今回補正をお願いしまし

たのが５５５金 ０００金の金金でございますが、このうちの２４２金 ０００金が新 

型コロナウイルス感染症拡大防止協力金の事業でございまして、県と協力をしまして飲

食店の休業に対しての協力金をお支払いした整理ができましたので、今回金金をお願い

するものでございます。要請期間、令和３年２月４日から３月７日の第２期分というこ

とでお願いをいたしました。支給実績としましては７６件ありまして、総支給金が１億

２１８金金のうち、町の２２負担分として６８１金 ０００金を支出をいたしまして、

予算の残金としまして２４２金 ０００金の金金をお願いをいたします。
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それから、金金のうちの３１２金 ０００金につきましては、地域おこし協力隊、道

の駅の担当の関係でございますが、３名、１年間募集を続けましたが、応募がなかった

ということでありまして、このうちの道の駅への業務委託料として３１２金 ０００金

を金金をさせていただくものでございます。以上です。

○議長（宮本 泰男君） 山本建設課長。

○建設課長（山本 輝之君） ２９ページの都市計画総務費の委託料の金金でございます。

附帯決議もいただきました浜坂駅周辺活性化０策検討業務の委託でございます。コンサ

ルに任せるのではなく、内部でよく検討して、幅広く意見をもらって進めるようにとい

うこともございました。進め０につきまして検討をいたし、６月の委員会のほうで説明

もさせていただいたところでございますが、ソフト事業とハード事業ということで、２

つの側面からも考えるということの中で、最初にソフト事業、そして、ある程度活性化

の０向が決まりましたら、それに必要なハード事業を検討するようにという進め０とい

たしました。まず、ソフト事業ということで、主体金に事業、また地域活動を担ってい

ただきます地元関係者で、駅前活性化の要望のほうもいただいております地元商店街の

関係者から、課題整理や商店街の振興、空き店舗活用などアイデアをいただきまして、

次に、それらの周辺の０、さらには町外の０などからも意見をいただきまして、活性化

の０向性を導き出し、最終金にはそれにリンクした駅広場の整備のハード事業まで進め

ていきたいということで考えておりました。温泉などを活用した活性化０策も念頭に入

れまして、企画課のおんせん天国室から駅前通りの商店街関係者にアプローチをしても

らいまして、一部、専門家も同席させていただき、６回の協議のほうをしていただいた

とこでございます。行財主導じゃなくて住民主導ということで進めたいということで、

商店街の関係者に課題解決や計画策定を進めていくホスト役ということをやっていただ

きたいという思いも伝えながら協議してまいりましたが、空き店舗活用以外にはなかな

か話が進まず、本年度はコンサルが必要なところまでは進まないということがございま

したので、委託料のほうは金金ということでさせていただいたところでございます。

内容について、進め０は、駅前の北側の底地の土地のほうですけども、地図混乱もあ

り、駅前北側のハード金な広がりが困難な場所があるということも分かりましたので、

その辺の再確認もいたしてから、また進め０を検討してまいりまして、予算が必要にな

りましたら補正等でお願いしたいということでございますので、引き続き活性化につい

て進めていきたいというふうに考えているとこでございます。以上でございます。

○議長（宮本 泰男君） ８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） それぞれ努力していただいて金になった部分、とっても

よかった部分もあるんですけども、できなかったところがちょっと残念だったなという

ところがあるんですけど、改めてちょっと今の御答弁いただいた中での再質問という格

好でお願いしたいと思います。

まず、６ページの町営地で事業の中で、当初のが当て、想定してたものからが当てが
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来なかったという部分、これについては、次の支出のほうの ４００金金の件もあるん

ですけども、これについては当初の予定から何％、おおよそで結構ですけども、どれ分

らい金になったものかというのをお聞きしたいと思います。

それから、７ページの中での売払い部分が、地で調査の関係が完結はしなかった。一

応業務としては、内容、概要とも一応はできてるけども、最終金な国の決裁のほうが完

成してないからできなかったということで、業務のほうとしては完成したという、この

部分に関してですけども、認識でよろしいかどうかを確認させていただきたいと思いま

す。

それから、８ページの先ほどの但馬牛の生産基盤強化の関係なんですけども、町が受

けて、クラスター協議会に渡して、クラスター協議会から町に来て、それで町が実施す

るという御説明はいただいたんですけど、国が出る支出について、国の補正予算なのか

どうかを確認させてください。

それから、１１ページについて、これについては、入札して総合計画、二百数十金金

になったということで、これについては中身さえ充実してればとってもいいことだった

んじゃないかなということで、今後ともそういったところを心がけていただけると、予

算の執行としてはとってもいいんじゃないかなというふうに思います。

それから、それぞれ金になった部分があって、１１ページの部分での委託料のところ

の関係なんですけども、街なみ整備の検討支にということで、これについて、単純に金

にしちゃって、今後の取組として流れが途切れてしまわないかなというのをちょっと心

配するんですけども、それについて、今後の流れがどうなるのかということを御説明い

ただきたいなと思います。

それから、土地改良費の関係、２３ページの質問させていただいた件ですけども、こ

れについても、入札金だったりというような形で、とってもありがたいなと思います。

この辺がかなり有効に働いたのかなというふうにも思うんですけども、ここのところが、

単純に入札金だけではない部分、特にため池のほうでいくと、自前でやられたというと

ころはとっても、ある意味でよかったかなと思うんですけども、９５３金金ということ

でお聞きしましたので、それについての内容金なものをちょっと改めてお聞きできたら

と思います。

それから、先ほどの地で調査の関係なんですけども、これは町にとっての負担がもの

すごく少なくて、雇用を創出するということで、以前からどんどん取り組んだらどうか

というようなことを多くの議員のほうからも意見が出てたと思います。実質金にこの事

業というのは１００年でもかかる分らいの事業でして、今、本町の中で、雇用を生む部

分としては確実に出てくる部分ということがありますので、そこら辺について、３力こ

ういったものを町に持ってきてもらって、改めて雇用の創出ということでそういった支

にも含めて検討していただく必要があると思いますんで、この金にならない工夫という

のを今後どうかなという部分、要は県なりにアピールする部分、持ってくださいねとい
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う部分についての取組について聞かせてください。

それから、コロナウイルスの関係っていうのは、これは単純にお店のほうが支にを活

用する予定だったものがちょっと金になったということで、それについてはある意味で

はよかったのかなと思うんですけども、地域おこし協力隊についての金については、こ

れは応募がなかったということで、委員会のほうでもたくさん意見出しておられたかと

思うんですけども、この金にならないような０策っていうのを今後お考えかどうかにつ

いてお聞きしたいと思います。

それから、２９ページの浜坂駅周辺の活性化の関係なんですけども、これについて、

先ほど会合６回とおっしゃっていただいたと思うんですけども、これは令和３年度に６

回実施されたのか、私はそういった認識がなかったので、お聞きできたらと思います。

ここら辺について、なぜこれを言うかというと、やっぱり金にするにしてもどうするに

しても、令和４年度、これからに向かっての予定がなければ、単純にこれを金にしてい

いというものではないなというふうに考えます。それと、理由の一つの中に地図混乱と

いう表現を上げられたんですけども、地図混乱については、私がその分野の仕事をして

ますんで分かるわけですけども、何か心配して、考えないということでは解決しない問

題です。様々な問題について、私に仕事を下さいというわけではありませんけれども、

多くの専門家の力を借りるというのは、事業推進していく上では多くの分野について有

効な部分があるので、そこら辺について、気苦労だけやって、何か怖がっておられるよ

うな雰囲気がありますので、積３金に解決するほうをやっていこうとしたときに、これ

が単純に金になっていいものではないような気もしますし、常に予定を立てていくべき

だと思いますので、この金について改めてお聞かせください。

○議長（宮本 泰男君） 中井企画課長。

○企画課長（中井 勇人君） １１ページから１２ページの関係で、街なみ整備の件、今

後の流れはということでございます。現状進めております橋梁等の事業が令和４年度、

建設課のほうで対応する予定になっております。令和５年度以降につきましては、また

別の追加で計画の申請ができるということでございますけども、現時点では令和６年度

以降の計画を再検討、庁舎内のほうで再度検討し、進めていきたいというふうに考えて

おります。

○議長（宮本 泰男君） 山本建設課長。

○建設課長（山本 輝之君） 浜坂駅周辺の活性化０策検討業務の関係でございますけど

も、駅前通りの商店街の皆さんとは円年７月から６回ということで、先ほど発言させて

もらったということでございます。本年度はコンサルまでの業務にならなかったという

ことで、コンサル業務のほうは落とさせていただいておりますけども、引き続きこれも

やっていくということの中で、令和４年度予算のこともございますけども、予算の調製

時期には次の年についての内容がまだ検討ができていなかったということがございまし

て、令和４年度予算にもございませんけども、協議について引き続きやっていくという
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ことで、駅前のほうとも、皆さんとも話をしていますので、引き続きやり０、進め０を

考え直して進めていくという中で、先ほどございましたけども、地図混乱ということで、

駅の北側が混乱があるということの中ですけども、問題を解決して進めていくというこ

とがやり０としてはいいんですけども、内容金にちょっと難しい内容があると、結構な

大きな場での修正が必要になってくるということの中で、地で調査等も考えながらやっ

ていくということになりますと、なかなか時間がかかるということもございますので、

その辺の、どこまでの範囲を事業範囲にするかということも含めて考えていく必要があ

るという中で、大きな見直しが必要だということで、このたび再構築させていただきた

いということで、いったところについては下ろさせていただいたというものでございま

す。以上でございます。

○議長（宮本 泰男君） 西澤農林水産課長。

○農林水産課長（西澤 要君） まず、歳入の部分でございます。地で調査に係る補助

金でございますが、当初からどれ分らい金少しているかというところでございますが、

約３がの金ということになっております。

それから、不動産分入のところで、地で調査自体業務は完了しているのかという点で

ございますが、こちらのほうにつきましては、過年度に調査実施したものを今年度申請

するに当たりまして、様式等の変更がございましたので、改めて申請書類の修正等を加

えまして申請いたしているところでございますので、業務としては完了しているという

ことでございます。

それから、但馬牛生産基盤強化整備事業の国のほうの補助金でございますが、こちら

のほうにつきましては、令和３年度補正予算ということでございます。

それから、歳出のほうで、２３ページの土地改良費でございますが、ため池廃止に係

る業務におきまして、コンサル等に委託いたしましたのは２地区の計画策定業務でござ

います。こちらのほうにつきましては、先ほど答弁させていただきましたとおり、入札

金でございます。この中で入札金以外に自前で調査したものは、所有者の調査というこ

とで、こちらが竹田地内のため池になりますが、当初３５０金金予定いたしていました

が、こちらが３５０金金全金がゼロということで、今回金金いたしております。

それから、地で調査業務、全体金に金にならないように県のほうにどういう体制でア

ピールするかというところでございますが、まず、調査の優先度といたしまして、災害

が発生したときにも速やかに境界等の復元ができるようにということがありまして、そ

の中で優先地が、災害の発生しそうなところを優先金に採択していくというふうなとこ

ろで流れが変わってきておりまして、こちらの部分でなかなか採択されにくいというこ

とが実態としてあります。その中で、年度内で、じゃあ、どれだけ調査ができるのかと

いうあたりも勘案しまして、事業計画のほうを立ててまいりたいというふうに思います。

以上でございます。

○議長（宮本 泰男君） 水田商工観光課長。
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○商工観光課長（水田 賢治君） 地域おこし協力隊の募集に２う採用の関係で、できる

だけ募集に沿うような形で採用をというふうに考えておるとこでございます。町のホー

ムページのほうでも募集要項を示したり、また、勤務を想定される場所に協力隊員募集

のポスターを貼ったりというふうに、担当課としては努めておるとこでございます。し

かし、なかなか令和３年度におきましては問合せも少なく、このような金金というふう

なお願いになった経過がございます。ただ、令和４年度につきましては、観光担当が１

名と道の駅の担当が１名、２名が就任予定でございます。こんな形で、引き続き募集の

人数に応募いただけるように努めていきたいというふうに思っております。以上です。

○議長（宮本 泰男君） ８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） ３回目になりますんで。先ほど街なみ整備の関係で、令

和６年以降というのは何かちょっと先過ぎて、０たしてそんな形でいいのかなというの

をちょっと心配するとこですけども、これは企画課の担当ではなくて、実際に担当され

る部署の関係なのかなと思うんですけども、これについても少しでも早く流れができる

ように持っていっていただく努力をしていただきたいなと。

それから、駅前の関係なんですけども、６回会議されたということで、ここに座って

いても内容が全く分からないんですね。令和３年度の事業かどうかは分かりませんけど

も、商工会の関係の会議の中で、なかなか話が伝わっていかないということが意見に出

てまして、この６回がどんな会議になったのかということについて、報告みたいなもの

がまとまっているのかどうか。本当はまとめていただいて、役場の中で、これ、どうい

うふうに対応していったらいいかというのを考えていかれる必要があると思いますので、

それについても、その予算の使い０と併せて準備をしていただく必要があるかなという

ことです。

それから、私が先ほど発言させていただいてたように、地図混乱、難しい難しいとい

うふうに言っておられるんですけども、それは全く解決されたことがない０が難しいと

思っておられても、そういったものを扱っておられる経験が豊富な０もたくさんおられ

るわけですね、世の中には。そういったことの中で、０たしてそれを難しいと言ってて

置いとくということについて、私はとっても疑問を感じます。そこら辺を含めて、一体

ちゃんとした課題が、本当にどれだけ難しいのかっていうのを把握しないと治療もでき

ないということです。病院に行ったときに、どうですっていうことをお医者さんにちゃ

んと説明したり検査を受けてみないと治療０法が分かんないのと一緒だと思うんですね。

まだ治療、そういった症状も分かってないのに、難しい難しいと言って手をこまねいて

いてはいけないと思いますので、そこについても０策を考えていただく必要があるのか

なと思います。

先ほどもう一つ、地で調査の関係で、災害のところが優先されるということでおっし

ゃっていただいたと思うんですけども、県としてのトータルとしての予算はあって、本

町については災害が円較金少なくて、が当てがちょっと少なかったということになろう、
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そういった御説明だったかと思うんですけども、そういったルールがあるんであれば、

県のほうに改めて確認してもらうなり、努力する余地があるのか、そこら辺を含めて体

制が、これだけやるつもりだったのに仕事がないっていうことであれば、職員について

も変わってくると思いますし、そこらについての内容を県のほうにも確認していただく

必要があると思うんですけども、そこについてお聞かせいただきたいと思います。

それから、地域おこし協力隊の関係なんですけども、地域おこし協力隊の関係につい

ては、多くの自治体が様々な取組をされてると思うんですね。こちらが求める形、要は

職として地域おこし協力隊を募集するというパターンもありますし、多くの、多くとい

うか、国の地域おこし協力隊の制度をつくった目金っていうのは、やはり地０に人材を

金り込みたいというような思いがあったんだろうと私は認識してるんですけども、その

中でいくと、要は世の中のいろんなそういった、動きたいとちょっとでも思っていただ

いてる０が、新温泉町に来て何かしたいというときに、マッチングするものがなければ、

来ようがない。逆に言えば、こっちに来たいという人があれば、こっちに来て何したい

かということの中で、地域おこし協力隊というものの枠を、自由枠みたいなものをつく

って、それを少しずつ本町の求める部分とマッチングするような形の中でやっていくと

いう０法もほかの自治体ではやってると思いますんで、前回の委員会の中でも、常任委

員会でも意見出たと思うんですけども、そこら辺について、単純に町の都合だけでやっ

ていかないということを考えていただく必要があると思いますので、そこについての答

弁を最後にお願いいたしたいと思います。

○議長（宮本 泰男君） 中井企画課長。

○企画課長（中井 勇人君） 街なみ整備の件でございます。令和６年度からというふう

に申し上げましたけども、令和５年度からの事業化を予定するに当たり、この今、３月

の時点で希望確認ということがございました。その中で、現時点で令和５年度の実施と

いうのは難しいであろうという中で、令和６年度と申し上げましたけども、令和４年度

に入りましてから、最終、その令和５年度に向けての希望、申請時期といいますか、そ

の辺が若干まだ可能性があるということもありますので、その辺は庁舎の中で十分検討

し、可能であれば令和５年度を検討したいというふうに思いますけども、今の時点では

国に対する意思確認という部分では、令和６年度ということで先ほど答弁させていただ

いたという状況でございます。

○議長（宮本 泰男君） 山本建設課長。

○建設課長（山本 輝之君） 駅前周辺の活性化についてでございますけども、５月から

１１月にかけまして６回の会議等を持っていただいたということの中で、現状と、それ

から活性化についてということで、ずっと話合いはしてきたわけですけど、まとめにつ

きましては、これからするところでございます。そのまとめをしていくものと、それか

ら、先ほどもございましたが、地図混乱の関係でございます。勉強不足なところがござ

いまして、これが分かったのが１２月に入ってからでございます。そのことがございま
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した。問題点、その整理についてをこれから進めていく範囲、結構な範囲で地図混乱が

あるということは分かっておりますけども、その細かい点についてはこれからというこ

とで申し訳ないんですけども、１２月に分かったということの中での進め０をどうする

かということでございますので、先ほどの駅前の話合いの中のまとめということも含め

まして、それを整理して今後進めていきたいというところでございます。以上でござい

ます。

○議長（宮本 泰男君） 西澤農林水産課長。

○農林水産課長（西澤 要君） 地で調査事業の関係でございますが、実は令和３年度

の事業実施に当たりまして、令和２年度中に補正予算で前倒しのが当てということがあ

りました。実質、令和３年度中の事業費というのは大きく膨らんできておったわけです。

その令和２年度から令和３年度にかけて、補助金のが当てをするエリアの選定の考え０

というのが、先ほど申しました、災害にというようなところが出てきてまいりました。

今後の事業確保においては、県の御担当の０とよく協議する中で、できるだけ確保でき

るようにということで考えてまいりたいというふうに思います。

○議長（宮本 泰男君） 水田商工観光課長。

○商工観光課長（水田 賢治君） 地域おこし協力隊員の関係でございますが、担当課と

しましては、必要な業務に関して協力隊のお力をいただきたいということで、必要な業

務に関しての募集をかけておるとこであります。ただ、希望される協力隊員とお話をす

る中で、やはり得意な分野であったり、興味関心が私どものほうが募集していることと

違う部分を持っておられる０も中にはいらっしゃいます。議員御指摘のように、町にと

にかく来ていただける仕事という部分も可能性としてはあるのかなと思っておりますの

で、これにつきまして、また地域おこし協力隊の担当課であります企画課とも協力をし

ながら、広げてみたいというふうに思います。以上です。

○議長（宮本 泰男君） そのほかありませんか。（「議長、ちょっと休憩してもらえん

かな」と呼ぶ者あり）

暫時休憩いたします。１０時２０分まで休憩いたします。

午前１０時０４分休憩

午前１０時２０分再開

○議長（宮本 泰男君） 再開いたします。

質疑のある０、挙手で、発声で、席順言ってください。

２番、西村龍平君。

○議員（２番 西村 龍平君） それでは、質問させていただきます。

予算書３３ページなんですが、こちらの文化財保護費のところで補正が大きく組まれ

ております。これは民生教育常任委員会の資料のほうでも、味原川文化伝承館というこ

とで大きな予算が入っております。これの目金については、文化財の保存庫が足りない
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ということが主なメインの理由だったと思いますけども、これを設立するに当たっての

メインの理由をもう一度確認したいということと、文化財の保管が足りないというとこ

ろであれば、これを建てて、もう十分足るのか。今後、それを含めて、今後また新たに

こういったものを買い取っていく必要があるのか、その点の見通しを聞きたいと思いま

す。

○議長（宮本 泰男君） 谷渕生涯教育課長。

○生涯教育課長（谷渕 朝子君） 今回補正で文化財分蔵庫の改修事業費を上げさせてい

ただいております。分蔵庫につきましては、現在、町内の文化財を主に以命亭のほうで

管理しておりますが、なかなか分まり切らないっていうところと、適切な湿度、温度調

整のできる施設ではないということで、今回、この適切に湿度、温度調整のできる文化

財を分蔵する施設として、この整備事業費を今回上げさせていただいております。主目

金としては、分蔵庫ということが目金とさせていただいておりますが、それにプラスを

しまして、交流スペースを設けたり、地域の人に開放して展示をしたり、そちら、講演

会を開催したりというような、２階のほうに部屋を設けております。

今後、このような分蔵庫がどういう状況になるかという御質問でございますが、ここ

の分蔵庫に関しましては、書画、それから古文書などを中心に保管することを計画して

おります。いろんな文化財の寄附の申出とかを受け付けておりますが、それらを全てこ

ちらの町のほうで一括管理するっていうのはなかなか難しいとは思いますので、その町

の管理する文化財についてはいろいろと調整を図りながら、必要なものを管理するとい

うことで、町のほうは受け入れしていく予定にしておりますが、今回の広さとしまして

は、１階、それから２階のほうにも古文書を中心とした書架を設けておりますので、今

現在としては十分に分蔵できると考えておりますし、今後とても大きなものを分蔵する

というような計画は今はございませんので、この分蔵庫で足りると考えております。

○議長（宮本 泰男君） ２番、西村龍平君。

○議員（２番 西村 龍平君） ７００金金の予算を計上している分蔵庫になりますの

で、ぜひ、これ、また次に足らなくなったからっていうことでやると同じ金金かかって

くると思いますので、この辺り、その辺りの部分を受けるに当たっても、注意しながら、

ぜひ今後、できるだけないように、よろしくお願いできたらと思います。以上です。

○議長（宮本 泰男君） 谷渕生涯教育課長。

○生涯教育課長（谷渕 朝子君） 文化財の管理につきましては、受入れも含めまして、

適正に、この分蔵庫、今回の上げさせていただきました分蔵庫を活用しながら適正に管

理をしていきたいと考えております。

○議長（宮本 泰男君） そのほか。

６番、森田善幸君。

○議員（６番 森田 善幸君） 何点かお尋ねします。

まずは歳入ですが、６ページの県支出金、農林水産事業補助金の、先ほども出ました

－１８－



が、但馬牛生産基盤強化整備事業補助金ですね、 ４８０金金ですが、これ、アパート

牛舎の建築等の費用ということで、歳出のほうに工事請負費と設計監理費が２３ページ

に出て、１億 ７００金金分らいあるわけですが、それの大体４１％程度に当たる、残

りは地０債でというような形になっているわけですけど、これの補助金の積算根拠、何

％補助というような形になっとるのか、何かそうではなしに、こういった項目で補助に

なっているかという、その辺の根拠を教えてください。

それから、８ページのふるさとづくり基金繰入金の金金。これは条例改正という説明

を聞きましたが、この条例改正は、令和３年度にふるさと納税の寄附金が入ってきて、

それを、経費を除いた分を翌年に積み立てるというような条例改正というふうに私は受

け取ってるので、歳入自体は関係ないんじゃないかと私は思うんですが、ちょっとその

辺の説明を求めます。

それから、９ページの急そそ地そそ対策事業費 ６１０金金のちょっと内容を聞きそ

らしたので、どの辺りがそうなのかということを教えてください。

それから、歳出のほうで、同じふるさと納税のことですが、１１ページの総務費の財

産管理費、２４節積立金のふるさと基金積立て２億 ８６０金金の金金ですが、そのう

ち、その金金というのはふるさと納税自体が金ったという金金もありますし、それから、

その条例改正によって、まずは経費はそこで払って、残りの部分を積み立てするという

形になっとると思うんですが、その部分とは分ら分らになっているのかということを教

えてください。

それで、それらをトータルして、来年度のふるさとづくり基金繰入金は分ら分らいに

なるのかを教えてください。

それから、先ほどもちょっと質疑にありましたが、１１ページの企画費の報償費７４

４金金、その中に、説明のところで協働まちづくり委員会アドバイザーという項目があ

るんですが、これは総合計画に対するものでしょうか。それとも、それとは別で、協働

まちづくり委員会自体のアドバイザーということだったら、それの内容を教えてくださ

い。

それから、１２ページ、地域おこし協力隊起業支にの３００金金の金金の内訳。どう

いった０が起業されると思って予算立てしたけどなかったかというようなことを説明し

てください。

それから、２７ページ、観光費、１８節負担金で麒麟のまちＤＭＯですね、これのプ

ロモーション事業販売促進で増金になっておりますが、具体金にどういったものに対す

る増金なのか。以上です。

○議長（宮本 泰男君） 西澤農林水産課長。

○農林水産課長（西澤 要君） まず、最初に御質問いただきました歳入の部分でござ

います。但馬牛生産整備事業に係る部分でございますが、事業の内容といたしましては、

牛舎整備とあるんですが、その中で、牛舎、堆肥舎、トイレ棟、外構工事等がございま
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す。その中で、補助金の対象となりますのが、牛舎においては、国５０％、それから県

７％、堆肥舎においては、国の５０％の補助がございます。その他の部分については補

助がございませんので、ここは町の一般単独ということになります。以上でございます。

○議長（宮本 泰男君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） まず、歳入のふるさとづくり基金の繰入金でございます。

８ページでございます。これにつきましては、円年条例改正をさせていただいて、その

ときには、ふるさと納税が右肩上がりに増えてくると、基金の繰入れ、それから、それ

だけではその返礼品が足らなくて、一般財源の持ち出しが増えてくるということで、条

例改正をさせていただいたところでございます。この８ページのふるさとづくり基金繰

入金につきましては、今年度、基金を、寄附をいただいた分についての返礼品について

は、今年度の経費分を差し引いて、それから積み立てるということでございますので、

経費分が経に今年度で経われるので、基金からの繰入金が金るということで、１億 ２

３１金 ０００金の金金をお願いするものでございます。

それから、歳出の１１ページのふるさとづくり基金積立金２億 ８６０金 ０００金、 

ちょっとこれの内訳は調べさせてください。

それから、来年度につきましては、条例改正で、当年度に寄附をいただいた分の経費

を除いて積むということにしておりますので、半分、例えば来年度は３億金の予定をし

ておりますけども、１億 ０００金金経費で使って、１億 ０００金金積むというよう 

な、ちょっと来年度の予算、今見てないんですけども、考え０としてはそういう考え０

で予定をいたしております。

○議長（宮本 泰男君） 山本建設課長。

○建設課長（山本 輝之君） ９ページの土木債の関係でございます。 ６１０金金の金

金ということで、急そそ地そそ対策事業ということでございます。これにつきましては、

歳出の２８ページになります。河川費の砂防費になりますが、県のほうで行っていただ

いております急そそ事業でございますけれども、この負担金が金金ということで、内容

につきましては、現在８地区のほうで急そその事業をしていただいているところでござ

いますが、そのうち大きく金金になりますのは、４か所で工事を予定しておったわけで

ございますが、１か所では埋蔵文化財の調査が必要になった山があったということ。そ

れから、あと３か所につきましては、借地同意が必要となってくるんですけれども、そ

れが町外の０もおられまして、時間がかかったということがございまして、工事自体が

来年度以降に金られるということがございまして、金金となったものの財源の金金とい

うものでございます。以上でございます。

○議長（宮本 泰男君） 中井企画課長。

○企画課長（中井 勇人君） 協働まちづくり委員会のアドバイザーの件ですけども、こ

れは総合計画とは別で、協働まちづくり委員会というのがございます。今年度、主には

地域創生総合戦略の進捗管理のほうを委員会のほうでしていただき、新たに検討する案
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件がございませんでしたので、アドバイザーを依頼しなかったということで２金金金金

をしているものでございます。

１２ページの地域おこし協力隊起業支に３００金金の金金につきましては、この起業

支に補助金、任期満了の日、起算して１年以内、また、終了した日から１年以内という

０を対象としております。当初５人を予定しておりましたが、実際に使われたのが２人

ということで、３人分を金金したということでございます。

○議長（宮本 泰男君） 水田商工観光課長。

○商工観光課長（水田 賢治君） ２７ページ、３目観光費の１８節負担金及び補助金の

関係の麒麟のまちＤＭＯの負担金の件でございます。

この事業につきましては、令和２年度から麒麟のまちの事業としまして、コロナ対策

ということで、体験事業をつくり、都市部から誘客をするということで取り組んできた

事業がございます。コロナ拡大に２いまして、一時分止をさせていただいておりました

が、このたび新たに再開をするということに、市長協議の中で決められました。これに

つきまして、中身につきましては、販売プロモーション事業ということで、総予算金８

４０金金を計画をいたしております。中身につきましては、広告プロモーション、いわ

ゆるキャンペーンの告知、ウェブやメルマガによりますＰＲ事業に４００金金、また、

事業の申込みに２うが引原資に４４０金金を充てるという予定となっております。内容

としましては、体験や宿泊の中身を、ＰＲをしながら、１市６町に誘客を図るという内

容でございます。

この事業につきましては、来年の６月から７月に１回目、また、１０月から１月に２

回目という計画をいたしております。ただ、この予算措置につきましては、各市町がも

う３月に予算化をいたして準備を進めたいということで、このたびお願いをいたしてお

ります。

負担金の内訳としましては、先ほど申し上げました８４０金金に対して、鳥取市が負

担金が合に準じて８０％の６７２金金を負担をし、残りの２０％を６町で負担をいたし

ますので、新温泉町としましては２８金金が負担金となってございます。

先ほど申し上げましたように、準備は進めますが、実施につきましては６月からの開

始ということで、令和４年度への繰越事業ということでお願いをいたしております。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（宮本 泰男君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） 補正予算書１１ページのふるさとづくり基金積立金の２億

８６０金 ０００金の金金分でございます。令和３年度分、令和３年４月から１２月 

の分の寄附が２億 ２７９金金で、条例上、経費を除いて積むということでしておりま

すので、それの半金、１億 １３９金 ０００金を積み立てるものと、もう一つは、令 

和２年度になりますけども、令和３年の１月から３月までの寄附の分が ０３３金金ご

ざいます。この２つを合わせまして、決算の見込みが１億 １７２金 ０００金となり 
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ますので、当初予算が３億 ０３３金金でございましたので、その差引き分の２億 ８ 

６０金 ０００金を金金させていただくというものでございます。

○議長（宮本 泰男君） ６番、森田善幸君。

○議員（６番 森田 善幸君） そうしますと、歳入のほうのふるさとづくり基金繰入金

の金金ということは、今までは前年度に入ったふるさと納税寄附金は次年度に全て使う

ような形にされてたんですが、今回こういった金金するということは、金金された分は

令和４年度に基金の繰越しとなるという理解でよろしいでしょうか。

それから、２７ページの観光費の件ですが、新しいプロモーション事業ですが、その

事業の内容に本町が関わる部分というのはどういった部分があるのか。本町を対象にし

た、例えばキャンペーンだったら、本町のここの部分をキャンペーンするとか、そうい

った具体金内容が分かれば教えてください。

あと、急そその事業ですが、これは、そしたら、できなかった分は来年度行うという

ことでよろしいでしょうか。確認です。以上です。

○議長（宮本 泰男君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） 経に条例改正のときにも御説明いたしましたけども、結局、

基金の繰入金が金る分、その分については基金に残るということで、次年度以降に使う

というような考え０になります。

○議長（宮本 泰男君） 水田商工観光課長。

○商工観光課長（水田 賢治君） まず、体験のＰＲの関係につきましては、本町におい

ても、今、２事業かな、止めている部分もありますけれども、その体験プログラムの中

に新温泉町のものが入っております。これを拡大をしながらこの事業を拡大をしていこ

うということでしたが、今、コロナの関係で一時分止をしていたという経過もありまし

て、まだちょっと少ない状況にはなっておりますが、メニューの中に本町の事業が入っ

ております。

また、あわせて、宿泊という部分につきましては、観光協会とも連携をしながら、登

録の宿泊所へのＰＲ、申込みができるようにということでの促進でございます。

○議長（宮本 泰男君） 山本建設課長。

○建設課長（山本 輝之君） 急そそ事業の関係でございます。金金させていただきまし

た関係につきましては、埋蔵文化財の調査などにつきましてはちょっと時間がかかりま

す。土木からいただいておりますのは、来年度以降ということで報告をいただいている

とこでございます。以上でございます。

○議長（宮本 泰男君） ６番、森田善幸君。

○議員（６番 森田 善幸君） 観光費の件で、体験プログラム２つということでしたが、

具体金なものを教えてください。

それから、急そその件ですが、来年度以降ということですが、危険な場所を改良する

ということですので、できるだけ早くやっていただきたいと思います。以上です。
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○議長（宮本 泰男君） 水田商工観光課長。

○商工観光課長（水田 賢治君） ちょっと今、手元に資料を持ち合わせておりませんが、

海の体験メニュー、それから海上タクシーがあったというふうに記憶をいたしておりま

す。

○議長（宮本 泰男君） 山本建設課長。

○建設課長（山本 輝之君） 急そそ事業の関係でございます。これにつきましては、住

民の安全、生命等を守るために急いでくれということで事業を進めていっていただいて

おりまして、この令和３年度につきましても積３金な予算を組んでいただいたというこ

とで、頑張っていただいたとこですけども、先ほどの事情があって遅れたということで

ございます。引き続き、早期完成するように努めてまいりたいと思います。以上でござ

います。

○議長（宮本 泰男君） そのほかありませんか。

１５番、小林俊之君。

○議員（15番 小林 俊之君） 今の質疑の中で、ふるさとづくりの基金の繰入れ、積立

てについて、もう少し、分かりにくいですので、後日でいいですから、私は資料を、分

かりやすく書いたものが欲しいですね。それができたらお願いをいたします。

質疑は、１２ページの電子計算費の備品購入費の中で、１７節の中、説明じゃあ静脈

認証装置機器構成の変更による金となっていますが、もう少しこれを分かりやすく説明

してください。

○議長（宮本 泰男君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） ふるさとづくり基金については資料を準備させていただき

たいと思います。

それから、電子計算費の備品購入費、これ、静脈認証をするということで、当初計画

いたしておりましたのは、新しいサーバーが要るということで予定をしておりましたけ

ども、現在あるサーバーの中に分想サーバーを設けることでその対応ができるというこ

とで、そのことが分かりました。当初の時点ではちょっとそのことが分からなかったの

で新しいサーバーを設けるということにしておりましたけども、分想サーバーを設ける

ことで対応できるということで、その部分で金金をさせていただいたということでござ

います。

○議長（宮本 泰男君） いいですか。

そのほかありませんか。

１番、中村茂君。

○議員（１番 中村 茂君） 何点かお願いしたいと思います。

２０ページ、２１ページの部分であります。ちょっと子育て関係になるかと思うんで

すが、２０ページの保健衛生総務費の負担金の部分の小児救急医療電話相談事業の負担

金の ０００金の金があります。これは、どういう算定で ０００金の金になるかとい 
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うこと、電話件数でいえば、どれ分らいの件数があったものかということを聞きたいと

思います。

それから、２１ページの頭の負担金補助交付金の部分で、交付金で乳児紙おむつ等購

入費助成事業、新規事業だったと思うんですが、これの実績を教えてください。あわせ

て、その祝い金、同じようなレベルで交付する祝い金ですけど、これについては、金金

なり、それの実績も教えてもらえればと思います。

それから、環境衛生費、その下ですが、美０郡広域事務組合火葬場の運営に係る負担

金があります。それから、もう１点、その下の衛生費のし尿処理施設運営費、この部分

で、火葬場の負担金が増えてるというのは、国勢調査の人口ということがあったように

思います。その辺の、うちが増えるということは香美町が金るということを理解します

が、どういう円率なのかなということをお聞きしたいと思います。

それと、清掃費の中の清掃総務費で、ごみ袋をたしかここで作っとる気がするんです

が、資源のこととかで、外国製が、ごみ袋が入りにくいと、そんな現実があるようです。

うちの状況はいかがなものかということを教えてください。

それから、し尿処理施設運営費の中で７９金 ０００金の増、浜坂北小学校のそ化そ

の清掃のどうのこうのっていうのが理由にあったんですが、その他、一般家庭の部分も

増ということがありました。そ向金には一般家庭は下がる０向と思ってるんですが、そ

の辺り、状況を知りたいと思います。あわせて、ここが増えるということは、ミックス

処理における下水に対する負担金が変わってくるん違うかなと、そんな気を持ったもん

ですから、併せて答弁ください。以上です。

○議長（宮本 泰男君） 中田健康福祉課長。

○健康福祉課長（中田 剛志君） ２０ページの小児救急医療電話相談事業であります。

この事業につきましては、但馬地域を対象とする小児円者の電話相談ということで行っ

ております。電話対応する看護師の人件費が主な経費でありまして、令和２年３月３１

日の小児人口のが合で負担金を算定しております。新温泉町は⒎６％というふうなこと

であります。令和２年度の実績としましては２件という数字になっております。

続きまして、２１ページの紙おむつの購入事業ということで、今年度から行っており

ます。生後４か月から満１歳の誕生日になる子供に紙おむつの券を助成するということ

で、今現在で９７人の支給になっているということです。以上です。

○議長（宮本 泰男君） 小谷町民安全課長。

○町民安全課長（小谷 豊君） それでは、火葬事業の関係の増金の関係からお答えを

させていただきたいと思います。

火葬事業につきましては、国勢調査の増金ということで御説明を申し上げたとおりで

ございます。香美町におきましては、村岡区、それから小代区ということで対象人員が

ございます。そして、新温泉町は全町という中で、香美町の金少率よりも新温泉町の金

少率のほうが少なく済んだということで、香美町のほうが負担金の金が金になって、私
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のほうが増になったということでございます。当然、火葬事業については、それぞれ、

当町が８金 ０００金の増でございますので、香美町は同金の８金 ０００金の金とい 

うことになっております。それぞれ人口が、それから特別事業の負担がということで、

それぞれが半分ずつになっておるということでございます。

あと、２点目の新生児の出生祝い金の関係でございます。現在、６０名分らいの出生

祝い品ということで予定をさせていただいて、計画をしておるところでございますけど

も、まだ年の途中でございますので、一応金金はしていない、当初予算のとおりで予算

は組ませていただいておるということでございます。当然、委託で商工会に出しており

ますので、未使用の部分が今後出ると想定をされております。その分については、残と

して、不用金として決算をくくらせていただいて、その不用金分は、新年度に改めて契

約をさせていただくというような状況でございます。どれ分らい使われているかという

ことにつきましては、月ごとに報告はいただいておりますけど、ちょっと今手元にござ

いませんので、細かい数字は報告はいたしませんけども、現状、予定どおり交付をして

いって、店舗で使われずに商工会に支払いをしなかった部分、それについては不用金と

なる予定でございます。

あと、し尿処理の関係でございますけども、当然、主には浜坂北小学校の汚泥のくみ

取り、そして、民間の０々の汚泥の処理が当初の見込みよりも増えておるということで、

その分の負担金として補正をさせていただいておるということですので、当然歳入と同

金でございますけども、その分がその処理の負担として上がってきているということで

ございます。

あと、ごみ袋についてでございますけども、円年はむしろ国産のほうが納期が遅れそ

うだと、コロナの状況で、ということで、円年の購入につきましては、外国製のごみ袋

も可ということで、入札をさせていただきました。本年度については、購入時期にはコ

ロナも一定分まっておりましたので、今年度はできるだけ品質を確保するという意味で

国産を優先をいたしました。今後、石油製品等の単価の上昇というのも見込まれるわけ

でございますけども、当初予算の話になりますけども、今後は一応品質を確保する上で、

現在は国産ということで見積りを取っておるところでございます。

○議長（宮本 泰男君） １番、中村茂君。

○議員（１番 中村 茂君） 答弁いただいたんですが、出産祝い金の部分の件数とい

うのはどれ分らいなのかということ、精算が済んでないけど申請してお出ししたという

部分の件数はどれ分らいかなと思った。

それから、紙おむつについても同様で、何人の０にお渡ししたかという、それが９７。

９７人ということは、９７人の子供たちにということで理解したらいいんでしょう。１

年に生まれる子が９７人もいないわけでして、それからいえば、もっと低いのではない

かという気がするんだけど。取り０が違ったらまた教えてください。

ごめんなさい、ちょっとそれておりましたが、先ほどの香美町との関わりですけど、
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広域消防の負担金ありますよね、あれは、香住は除くじゃないんだから全金になるんで

すよね。人口円はまた調べてみますけど、その辺、聞ける部分があったら教えてくださ

い。

○議長（宮本 泰男君） 中田健康福祉課長。

○健康福祉課長（中田 剛志君） 紙おむつの関係であります。９７人ということで、４

か月から満１歳の誕生日に属する月ということで、今年度から行っているわけなんです

けども、円年生まれて満１歳になる子供と、今年度生まれる関係で、２年分またがって

いるということで数が９７という数字になってます。以上です。

○議長（宮本 泰男君） 小谷町民安全課長。

○町民安全課長（小谷 豊君） 今日現在の出生祝い品の交付件数でございますけども、

一応５６件、今日時点で交付をいたしております。

あと、郡の関係でございますけども、消防についても、これは香美町、新温泉町全体

でございますけども、同じく当町については１６６金 ０００金の増、そして、香美町

については１６６金 ０００金ということでございます。香美町全体としても、うちの

金少率のほうが少なかったということでございます。

○議員（１番 中村 茂君） いいです。オーケーです。ありがとうございます。

○議長（宮本 泰男君） そのほかありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） お諮りいたします。質疑を終結し、討論を省略して採決したい

と思いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認め、採決いたします。

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され

ました。

暫時休憩いたします。

午前１０時５９分休憩

午前１１時００分再開

○議長（宮本 泰男君） 再開いたします。

ただいま休憩中に御協議いただきましたとおり、議案第１７号から議案第２２号まで

の令和３年度特別会計及び公営企業会計６会計の補正予算につきましては、一括上程し、

質疑、討論、採決は会計ごとに行います。

・ ・

日程第２ 議案第１７号 から 日程第７ 議案第２２号
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○議長（宮本 泰男君） 日程第２、議案第１７号、令和３年度新温泉町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第５号）について、日程第３、議案第１８号、令和３年度新温泉

町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）について、日程第４、議案第１９号、令和

３年度新温泉町浜坂地区残土処分場事業特別会計補正予算（第４号）について、日程第

５、議案第２０号、令和３年度新温泉町温泉地区残土処分場事業特別会計補正予算（第

４号）について、日程第６、議案第２１号、令和３年度新温泉町下水道事業会計補正予

算（第３号）について、日程第７、議案第２２号、令和３年度新温泉町公立浜坂病院事

業会計補正予算（第４号）について、これを一括議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議案第１７号、令和３年度新温泉町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第５号）についてから議案第２２号、令和３年度新温泉町公立浜坂病院事業

会計補正予算（第４号）についてまでにつきましては、それぞれ補正を行う必要が生じ

ましたので、御提案申し上げるものであります。

内容につきまして、休憩中に担当課長が御説明申し上げたとおりであります。よろし

くお願いいたします。

○議長（宮本 泰男君） 内容につきましては、休憩中に担当課長から説明を受けており

ますので、これから質疑に入ります。

議案第１７号、令和３年度新温泉町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）に

ついて、これから質疑に入ります。質疑をお願いいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） お諮りいたします。質疑を終結し、討論を省略して採決したい

と思いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認め、採決いたします。

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され

ました。

議案第１８号、令和３年度新温泉町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）につい

て、これから質疑に入ります。質疑をお願いいたします。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） お諮りいたします。質疑を終結し、討論を省略して採決したい

と思いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認め、採決いたします。
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本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され

ました。

議案第１９号、令和３年度新温泉町浜坂地区残土処分場事業特別会計補正予算（第４

号）について、これから質疑に入ります。質疑をお願いします。質疑はありませんか。

８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） 繰越明繰の ０００金金について、必要な理由等をお聞

かせいただけますでしょうか。

○議長（宮本 泰男君） 山本建設課長。

○建設課長（山本 輝之君） 繰越事業の関係でございます。２ページの繰越明繰費の関

係でよろしいですか。これにつきましては、２事業あります。浜坂の下タ山残土処分場

の残土処分場事業ということで２５０金金、繰越しをさせていただいておるとこでござ

います。下タ山残土処分場の一番上のところになるんですけども、処分場の一部平地の

部分がございまして、それが町の町有地の部分でございますけども、それの排水の補完

工事のほうを行っておりまして、それが隣接工事、また積雪等の関係ございまして、繰

越しをお願いするというものでございます。

次に、新残土処分場事業ということで ２０２金金の繰越しをお願いしているとこで

ございますけども、これにつきましては、今行っております処分場の和泉谷の残土処分

場でございますけども、それの場内の整地工事を行っておりまして、これにつきまして

は、特に兵庫県の施行してます工事のほうが繰越しで、年度をまたいで行う工事が多い

ということから、繰越しをさせていただいて、受入れを止めることなく対応したいとい

うもので、繰越しをお願いしているものでございます。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（宮本 泰男君） そのほかありませんか。

〔質疑なし〕

○議長（宮本 泰男君） お諮りいたします。質疑を終結し、討論を省略して採決したい

と思いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認め、採決いたします。

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され

ました。

議案第２０号、令和３年度新温泉町温泉地区残土処分場事業特別会計補正予算（第４

号）について、これから質疑に入ります。質疑をお願いいたします。質疑ありませんか。
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８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） すみません、先ほどのやつ、ちょっと私の勘違いもあり

まして、３ページの ０００金金の繰越しについてお聞きできますでしょうか。

○議長（宮本 泰男君） 山本建設課長。

○建設課長（山本 輝之君） 十字谷の残土処分場の繰越しの関係でございます。処分場

の北側に調整池がございます。低いところでございますけども、そちらのほうに町道が

ございまして、ログハウスカナダに向かっていく町道になるものでございます。未舗装

部分がございまして、その舗装工事を予定しておりましたけども、別件になりますけど

も、久谷の桃観のほうの久谷桃観線のほうが道５変状があったということがあって、そ

ちらのほうに業務を集中しとったことがございまして、設計が遅れていたということか

ら、また、豪雪になったということがございまして、その舗装事業につきまして繰越し

をお願いするものでございます。

○議長（宮本 泰男君） そのほかありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） お諮りいたします。質疑を終結し、討論を省略して採決したい

と思いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認め、採決いたします。

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され

ました。

議案第２１号、令和３年度新温泉町下水道事業会計補正予算（第３号）について、こ

れから質疑に入ります。質疑をお願いいたします。

１４番、中井次郎君。

○議員（14番 中井 次郎君） マンホールポンプの箇所が１２７か所、これについては

大変な金金だなと思うんですけども、集合処理区域と大体個別処理区域っていうのが下

水道でもあるわけですけども、このマンホールポンプを使わずに、いわゆる個別処理に

その部分について、変えることができないのかどうなのか。言わば、逆金させているわ

けですね、吸い上げてる。いろいろと私も見て、大変な値段が張るもんだなあと、それ

だったら、合併そ化そなりで、今からでもそれをきちっと設置して、逆金をなくすると

いうことになれば、今後のいわゆる古くなってどんどん替えていかなあかんということ

について、費用金なもんが変わってくるのではないかと、こう思うんですけども、今か

らでもできませんか、そういうことは。

○議長（宮本 泰男君） 井上上下水道課長。

○上下水道課長（井上 陽一君） マンホールポンプは、集合処理の分の汚水が、勾配が
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ありますんで、だんだん低くなって、川を渡すとか、一度低くなったものを、またポン

プアップして、高い位置にしてから自然流下で流すというものでございます。

集合処理ではなく個別処理に変えたらというところ、意見は今いただきましたですけ

ども、今現在、まだそういった状況を検討する時期にはなっておりません。また、ちょ

っと将来のことになりますけども、更新時期といいますか、機器とかではなく、処理場

そのものの更新時期とか来る段階での検討は必要かなと考えてはおりますけども、今は

まだ集合処理の区域の住宅等、企業等、そういったものの処理を個別処理ということの

検討はしておりません。以上です。

○議長（宮本 泰男君） １４番、中井次郎君。

○議員（14番 中井 次郎君） この民生教育常任委員会の下水道の補正予算の参考資料

ということでここに書いております。マンホールポンプ設備とは、自然流下で流すこと

のできない場所から生活排水をくみ上げるポンプ設備のことですということであります。

ぜひ、この検討をその時期になったらしてほしいなと思うんです。あまりにも落差があ

って、例えば近くに川があるなりするなりであれば、合併処理そで十分いけるのではな

いかと。それを無理やり集合処理に入れて逆金するというようなことは、大変な費用が

かかるわけですから、ぜひその検討をお願いしたいと思います。

○議長（宮本 泰男君） 井上上下水道課長。

○上下水道課長（井上 陽一君） 今現在ではちょっとそういうところは検討は困難です

けど、やはり施設は古くなってきますので、人口とかそういったことも考えたときに、

そういった施設の規模ということは考えていく必要はあると考えております。以上です。

○議長（宮本 泰男君） そのほかありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） お諮りいたします。質疑を終結し、討論を省略して採決したい

と思いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認め、採決いたします。

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され

ました。

議案第２２号、令和３年度新温泉町公立浜坂病院事業会計補正予算（第４号）につい

て、これから質疑に入ります。質疑をお願いいたします。質疑ありませんか。

２番、西村龍平君。

○議員（２番 西村 龍平君） 資料４ページで質問させていただきます。コロナによる

影響ということで、これは入院円療分影が ４００金金金ったということで、解影でよ

ろしいでしょうか。それに２う特別利影というところで、介護老人施設のほうにも計上
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されておりまして、合計１億 ０００金金計上されてるんですけども、この整合性がち

ょっと取れてないと思うんですけど、その辺の理由を教えてください。

○議長（宮本 泰男君） 宇野病院事務長。

○浜坂病院事務長（宇野喜代美君） 入院分影の ４００金金の金についてでございます。

当初は３億 １４０金金組んでおりました。これは、１日平当で３５人ということで見

込んでおりましたので、現在までの、少なくとも１月末までの実績でいいますと、２９

人とかいう、１日平当ですね、入院円者が２９人ということの実績でありました。御承

知のように、令和３年度から常勤の整形外円医師ということで分らかベッドも受け持っ

ていただいてるという前提の下に、令和３年度は３億 １４０金金という数字を見込ん

でおったわけですけれども、この結０に基づいて入院分影がさほど伸びなくて、平当１

人１日ベッドを埋めていただいたら３金金分らいの入院分影が上がるんですけれども、

そのような実績となったということです。

それと、新型コロナと経営改善補助金で合わせて１億 ０００金金入っているわけで

ございます。当然、整形外円医の売上げも、１億金とは申しませんけれども、入院、外

来とも増えているところであります。ただ、一０で、コロナ後、院内感染で発生したと

いうことやら、ささゆりについても、通所の制限をしたということの中で、コロナにつ

いては、先ほど一般会計のところで御説明申し上げたとおりなんですけれども、じゃあ、

経営改善補助金とは何ぞいということなんですが、これは、実は資金ショートというか、

特にささゆりのほうがなかなか人件費、二十数年たって、職員の人件費が増嵩しており

まして、そこに対する現金が、運転資金がショートしているということですし、病院に

ついても、じゃあ、大丈夫かというと、そうでもなくて、一定看護師なりは若返ってい

って、再任用の活用とかで人件費は若干、いっときよりは抑えられているんですけれど

も、経営面と相殺して、絶えず資金が潤沢にあるかというと、そうではないので、あわ

せて入院分影の金分分と、せ字補填という意味で経営改善補助金を ０００金金と、さ

さゆりについても、実は一時借入金を ０００金金、さ月している状況で、そこで何と

か一時借入金で運転資金を捻出しているという状況にあります。年度末に監査委員の指

摘もございまして、一時借入金を全て返済するには、老健でいいますと ０００金金必

要だということで、このたび経営改善補助金として生水、いわゆる現ナマとして ００

０金金を０入いただいて、一時借入金の ０００金金を年度末で一括返済して、一０は

そこで一時借入金をゼロと、病院のほうもゼロということでスタートするべく、そうい

った決断になったわけでございます。以上です。

○議長（宮本 泰男君） １４番、中井次郎君。

○議員（14番 中井 次郎君） この民生教育常任委員会の公立浜坂病院介護老人保健施

設の報告事項の中に、入院とか外来だとか、それから入所者の問題について、数につい

ては書いてないわけです。口頭で今説明をなさったわけですけども、やはりそういうも

のをきちっと委員会資料として掲載するべきだと思うんですけども。その点はどう思わ
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れますか。

○議長（宮本 泰男君） 宇野病院事務長。

○浜坂病院事務長（宇野喜代美君） 御質問の件は、３月の常任委員会で、入院、外来、

それからささゆりの利用状況を提示してないではないかということで捉えているんです

けれども、議案に関係することという意味では、そういう参考資料としてつけるべきだ

ったなと、今反省しておりますけれども、議案に関係する事項以外の報告事項について

は、コロナの時間短縮という意味でつけなくてもいいのかなという判断で、定例会以外

の常任委員会については利用状況をお示ししておりますので、そこで御理解いただけれ

ばと思いますが。

○議長（宮本 泰男君） お諮りいたします。質疑を終結し、討論を省略して採決したい

と思いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認め、採決いたします。

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され

ました。

暫時休憩いたします。３５分まで休憩いたします。

午前１１時２５分休憩

午前１１時３３分再開

○議長（宮本 泰男君） 再開いたします。

・ ・

日程第８ 議案第２３号

○議長（宮本 泰男君） 日程第８、議案第２３号、令和４年度新温泉町一般会計予算に

ついて議題といたします。

上程議案に対する町長の提案理由の説明は、去る３月１日の本定例会の冒頭に施財０

針で明らかにされておりますので、省略いたします。

お諮りいたします。ただいま議題となっております令和４年度新温泉町一般会計予算

については、予算特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思いま

すが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認めます。よって、本件については、予算特別委員

会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。

お諮りいたします。予算特別委員会委員の選任については、委員会条例第８条第１項

の規定により、議長を除く１５名の委員を指名したいと思いますが、御異議ありません
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か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認めます。よって、予算特別委員会委員は、議長を

除く１５名の委員を選任することに決定いたしました。

暫時休憩いたします。

午前１１時３６分休憩

午前１１時３７分再開

○議長（宮本 泰男君） 再開いたします。

次に、予算特別委員会の委員長及び副委員長の選任でありますが、委員会条例第９条

第２項の規定により、委員会において互選することになっています。休憩中に互選をし

ていただいておりますので、御報告いたします。

予算特別委員会委員長、１番、中村茂君、副委員長、１１番、岩本修作君が選任され

ました。

予算特別委員会は、会期中に御審査いただきますようお願いいたします。

暫時休憩いたします。

午前１１時３８分休憩

午前１１時３９分再開

○議長（宮本 泰男君） 再開いたします。

ただいま休憩中に御協議いただきましたとおり、令和４年度特別会計予算及び公営企

業会計予算の１０会計につきましては、一括上程いたします。

・ ・

日程第９ 議案第２４号 から 日程第１８ 議案第３３号

○議長（宮本 泰男君） 日程第９、議案第２４号、令和４年度新温泉町国民健康保険事

業特別会計予算について、日程第１０、議案第２５号、令和４年度新温泉町後期高齢者

医療特別会計予算について、日程第１１、議案第２６号、令和４年度新温泉町介護保険

事業特別会計予算について、日程第１２、議案第２７号、令和４年度新温泉町浜坂地区

残土処分場事業特別会計予算について、日程第１３、議案第２８号、令和４年度新温泉

町温泉地区残土処分場事業特別会計予算について、日程第１４、議案第２９号、令和４

年度新温泉町七釜温泉配湯事業特別会計予算について、日程第１５、議案第３０号、令

和４年度新温泉町浜坂温泉配湯事業会計予算について、日程第１６、議案第３１号、令

和４年度新温泉町水道事業会計予算について、日程第１７、議案第３２号、令和４年度

新温泉町下水道事業会計予算について、日程第１８、議案第３３号、令和４年度新温泉

町公立浜坂病院事業会計予算について、一括上程いたします。

上程議案に対する町長の提案理由の説明は、本定例会の冒頭に施財０針で明らかにさ
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れておりますので、省略いたします。

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第２４号、令和４年度新温泉

町国民健康保険事業特別会計予算から議案第３３号、令和４年度新温泉町公立浜坂病院

事業会計予算までの１０議案については、予算特別委員会に付託することにしたいと思

いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認めます。よって、議案第２４号、令和４年度新温

泉町国民健康保険事業特別会計予算から議案第３３号、令和４年度新温泉町公立浜坂病

院事業会計予算までの１０議案については、予算特別委員会に付託することに決定いた

しました。

暫時休憩いたします。

午前１１時４２分休憩

午前１１時４３分再開

○議長（宮本 泰男君） 再開いたします。

・ ・

○議長（宮本 泰男君） ただいま休憩中に御協議いただきましたとおり、令和３年度新

温泉町一般会計補正予算（第１０号）につきましては、休憩のままで内容説明を受ける

ことにいたします。

暫時休憩いたします。

午前１１時４４分休憩

午前１１時４８分再開

○議長（宮本 泰男君） 再開いたします。

・ ・

○議長（宮本 泰男君） お諮りいたします。本日の会議はこの辺で延会したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（宮本 泰男君） 異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって延会するこ

とに決定しました。

本日はこれで延会します。

次に、３月１７日午後２時から会議を開きますので、議会議事堂にお集まりください。

長時間お疲れさまでした。

午前１１時４９分延会
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